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眼光紙背に徹す眼光紙背に徹す
担当／倉本 亘康

本コーナーでは拳士の皆さんからの投稿を募集しています。次回・春号のテーマは『大切な人に伝えたい言葉』。春は出
会いと別れの季節とも言われます。大切な人との出会いや別れに際して、伝えたい思いを言葉にしてください。書道半紙
（243㎜× 334㎜）のサイズ以内で、筆もしくは筆ペンで書かれたものを直接郵送してください。秀逸な作品は誌面で紹
介し、粗品をプレゼントいたします。氏名・年齢・資格・住所の記載を忘れないでくださいね。
［送付先］〒 764-8511 香川県仲多度郡多度津町本通 3-1-59 一般財団法人少林寺拳法連盟・会報編集室
［〆切］2021 年 3月末日

ʻׅのȆȸȞƸƀᅶのᇌ࣓ƁでƢŵßɟ年のᚘƸΨ଑ƴあǓàとǋᚕƏよƏƴŴ新Ơい年のڼǇǓƴݣƠてƠƬ

かǓとᐯЎをᙸつǊƳƓƠŴႸ೅ǍႸႎॖᜤをଢᄩƴƢǔことƸ٭ٻ᣻ᙲでƢŵ̲ᘍの࣎ࢽƴƓいてǋŴᇹɟ

ƴਫ਼ƛらǕていǔのƸß̲ᘍႸႎのᄩᇌàでƢŵ

ʻ年ŴႏさんƸƲのよƏƳ࣓をᇌててᢅƝさǕǇƢかᲹ

ኰʼƢǔ୿ƸƀИ࣎ɧӧࣔƁŵあǇǓƴஊӸƳᚕᓶžИ࣎ࣔǔǂからƣſでƢŵこのᚕᓶƸŴܴထ଺ˊƴᏡの૨

҄をٻ঺さƤたɭ
ƥ あ ǈ

のƀᑶࢄ᧺
か

ᦟ
きǐƏ

ƁといƏ୿ཋƴႇئƠǇƢŵ଺ŷのཞඞƴࣖơてŴॸ࣎ƢǔことƳくᜐᖎƳ気

ਤƪでᑸƴӼかƏことを়ǊǔښのขいᚕᓶでƢŵ

ƪǐƏƲɭƸᬳがƠい଺ራŵ̲ᘍᎍとƠてŴИ生のហ܇ƴᇌƪ৏ǓŴឱΨをᙸつǊƳƓƢƴƸᑣいೞ˟かǋƠ

ǕǇƤんŵ

石
川
県
で
修
行
す
る
酒
井
里
美
さ
ん
の
書
で

す
。
落
款
（
ら
っ
か
ん
）
印
入
り
の
立
派
な

作
品
で
す
ね
。
画
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
次
の

画
へ
と
流
麗
に
繋
が
る
筆
致
に
惚
れ
惚
れ
と

し
ま
す
。
そ
れ
で
い
て
文
字
の
太
さ
、と
め・

は
ね
の
勢
い
の
良
さ
が
芯
の
通
っ
た
力
強
さ

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
特
に
「
不
」「
可
」
の

文
字
に
み
ら
れ
る
〝
か
す
れ
〞
は
全
体
の
躍

動
感
を
倍
加
さ
せ
て
い
て
好
き
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
書
は
も
ち
ろ
ん
、
正
中
を
押
さ
え
つ

つ
流
れ
る
よ
う
に
書
か
れ
た
記
名
か
ら
も
、

積
み
重
ね
て
き
た
書
歴
が
伺
い
知
れ
ま
す

ね
。
手
弱
女
振
り
と
益
荒
男
振
り
の
同
居
す

る
実
に
調
和
の
と
れ
た
作
品
で
す
。

白山あさひ道院
石川県在住：酒

サカイ

井　里
サトミ

美　拳士
現在 1級
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い
ま
、
企
業
で
も
っ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
能
力

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
２
０
１
８
経
団
連
調

査
）
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
コ
ー
チ
ン
グ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

（
２
０
１
９
年
度
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

　
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
を
取
り
入
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
を
身
に
つ
け
る
と
、
活
気
あ
る
支
部
（
部
活
）

づ
く
り
の
源
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　　
会
報
秋
号
の
「
元
気
の
出
る
言
葉
が
け
」
に
加
え
、
今

回
は
、
相
手
の
心
理
に
働
き
か
け
る
効
果
に
つ
い
て
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
な
た
は
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
受
け
た
際

に
、「
こ
の
人
か
ら
は
、
言
わ
れ
た
く
な
い
！
」
な
ど
と

反
発
心
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
『
何
を
』
言
っ
て
い
る
か
よ
り
『
誰
が
』
言
っ
て
い
る
か

が
、大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、『
ど

の
よ
う
な
口
調
で
』
言
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
相
手
の

受
け
止
め
方
に
も
大
き
な
違
い
が
出
ま
す
。

　
心
理
学
で
有
名
な
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
に
よ
る
と
、
視

覚
情
報（
誰
が
）55
％
、聴
覚
情
報（
ど
の
よ
う
な
口
調
で
）

38
％
、
言
語
情
報
（
何
を
）
７
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
視
覚
情
報
や
聴
覚
情
報
に
十
分
配
慮
し
、
以
下

の
こ
と
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
意
識
し
て
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
元

気
、
や
る
気
が
起
こ
り
、
活
気
あ
る
支
部
（
部
活
）
づ
く

り
に
お
役
だ
ち
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ȯȳȝǤȳȈȬȃǹȳᲛ

・視覚情報

　清潔感ある身だしなみ、
　姿勢、態度、笑顔。

・聴覚情報

　相手に合わせた声のト

　ーン、スピード、抑揚。

・言語情報

　相手の魂を揺さぶるポジ

　ティブな言葉の選択。

ȡȩȓǢȳの法Щ

月
つきの

野 聖
せい こ

子
元 NHK キャスター、フリーアナウンサー、
メンタルプロフェッショナルコーチ。
中部日本放送（CBC ラジオ）リポーターを経
て､ NHKのキャスターへ。
その後、フリーアナウンサーとして東京で行
政の広報番組などを担当。
現在は愛媛を拠点に様々な研修や公開講座、
カルチャースクールにて、話し方、第一印象
向上、コーチングコミュニケーション、アド
ラー心理学研修などを開催。

視覚情報

聴覚情報

言語情報

7%

38%

55%
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前川商店株式
会社

〒764-0004 香川県仲多度郡多度津町仲ノ町9番17号 TEL FAX0877・32・2438 0120・20・4066
URL http://www.maekawashouten.co.jp/

商品のお問い合わせ・ご注文は、電話・FAX・ホームページをご利用ください。

少林寺拳法前川商店

少林寺拳法公認道衣

初心者向け道衣 
ホワイトラベル
新入門者や、ジュニア向けに作られた
上下セット販売の道衣です。
◎素材：綿100% 防縮加工 海外製

（単位／円）

　5,988
6,315
6,538
7,129
7,537
7,843
8,301
8,657
9,065

5,444

5,741

5,944

6,481

6,852

7,130

7,546

7,870

8,241

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込
税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

5～6才
7～8才
S
M
L
LL
3L
4L
5L

サイズ セット価格

法 衣

しわになりにくいポリエステル生地を
使用し、軽さ、動きやすさを兼ね
備えています。
◎素材：ポリエステル100％ 
　海外縫製 日本製生地使用

（単位／円）

　20,371
20,981
22,509
23,426
24,037
24,648
25,259
7,334

18,519

19,074

20,463

21,296

21,852

22,407

22,963

6,667

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込
税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

S
M
L
LL
3L
4L
5L
帯のみ

サイズ 価格

吸水性に優れ、肌触りも抜群。オリジナルの国産生地を使用した
一般向けの道衣です。
◎素材：綿100% 防縮加工 日本製生地使用 海外縫製

　8,301
8,953
9,625
10,419
10,868
11,428
11,988
12,547
11,988
13,893
14,453
15,125
15,909

7,546

8,139

8,750

9,472

9,880

10,389

10,898

11,407

10,898

12,630

13,139

13,750

14,463

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込
税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
込

税
込
税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

　4,981
5,371
5,775
6,251
6,521
6,856
7,193
7,528
7,193
8,336
8,671
9,075
9,546

4,528

4,883

5,250

5,683

5,928

6,233

6,539

6,844

6,539

7,578

7,883

8,250

8,678

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込
税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
込

税
込
税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

　3,320
3,582
3,850
4,168
4,347
4,572
4,795
5,019
4,795
5,557
5,782
6,050
6,363

3,019

3,256

3,500

3,789

3,952

4,156

4,359

4,563

4,359

5,052

5,256

5,500

5,785

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込
税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
込

税
込
税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

一般向け道衣 ブラックラベル

7～8才
S
M
L
LL
3L
4L
5L
LB
LLB
3LB
4LB
5LB

サイズ セット価格 上衣価格 ズボン価格
（単位／円）

※送料はお買い上げ金額が税込22,000円以上の場合は無料です。ただし棒類・外国向けは除きます。　※ブラックラベルB体の上衣には前立てがついています。
※上下のサイズが違う道衣を組み合わせる場合、道衣の白色が異なる場合があります。　※帯は別売りです。

※1.5号は上衣のみの販売となります。
　道衣上下が必要な場合には他サイズのズボンを併せてご注文ください。

素材・シルエット・縫製にいたるまで、全てにおいて特別な仕様を
取り入れた上級者向け道衣です。
◎素材：綿70%・ポリエステル30% 防縮加工日本製生地使用海外縫製

　13,953

14,463
15,074
15,584

12,685

13,148

13,704

14,167

税
込

税
込

税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

　8,372
8,504
8,678
9,044
9,350

7,611

7,731

7,889

8,222

8,500

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

　5,581

5,785
6,030
6,234

5,074

5,259

5,482

5,667

税
込

税
込

税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

上級者向け道衣 ゴールドラベル

1号
1.5号
2号
3号
4号

サイズ セット価格 上衣価格 ズボン価格
（単位／円）

　7,843
8,148
8,352
8,556

7,130

7,407

7,593

7,778

税
込

税
込

税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

1B
2B
3B
4B

サイズ B体ズボン価格

※1.5号は上衣のみの販売となります。
　道衣上下が必要な場合には他サイズのズボンを併せてご注文ください。

シルエット・縫製はゴールドラベルと同じで、ゴールドラベルより軽く、
抗菌・防臭効果を高めた部屋干しにも強いと大好評です。
◎素材に純銀の糸「ミューファン  」を使用した高機能道衣です。

　14,769

15,278
15,787
16,297

13,426

13,889

14,352

14,815

税
込

税
込

税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

　8,862
9,013
9,166
9,472
9,778

8,056

8,194

8,333

8,611

8,889

税
込

税
込

税
込

税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

　5,907

6,112
6,315
6,519

5,370

5,556

5,741

5,926

税
込

税
込

税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

高機能道衣 シルバーラベル

1号
1.5号
2号
3号
4号

サイズ セット価格 上衣価格 ズボン価格
（単位／円）

　8,148
8,454
8,657
8,862

7,407

7,685

7,870

8,056

税
込

税
込

税
込

税
込

税
抜

税
抜

税
抜

税
抜

1B
2B
3B
4B

サイズ B体ズボン価格

R

◎素材：綿50%・ポリエステル50% 

ネーム代 1文字 税込220円道衣ネーム
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Meet少林寺拳法
中学校武道必修化OutPut

全ての出会いは一期一会
同じ授業は二度とない
毎回が新しい出会い…
少林寺拳法「を」伝えるのか？
少林寺拳法「で」伝えるのか？
出会いを紹介していきます

Meet少M少Mee
t
少ee
t
林

盛岡中央高等学校附属中学校
　外部指導者　岡部　好孝
盛岡中央高等学校　支部長
盛岡中部道院　道院長
東洋大白山　名誉監督
大範士八段

おかべ　　よしたか

Ⴎޢɶځ᭗ሁ学ఄ᧽ޓɶ学ఄ
᳸生ࢻとのコȟȥȋǱȸǷȧȳƴよƬて学ƼをขǊǔ᳸

岡部好孝先生は島根県出身。東洋大白山で少林寺拳法の門を叩き、その後、

東京の会社に勤務しつつ少林寺拳法を続けていましたが、盛岡で行われる勤

務先社長の講演に同行したときのこと。少林寺拳法らしきものを見かけたた

め立ち寄ったところ、岡部先生の動きを見て、幹部の方が「これぞ本物だ」

と思ったようで、「自分の住む滝沢（盛岡市の北に隣接する地域）に道院を

建てるから、その道院長になってくれ」と頼まれたというのです。そこで転

職し、盛岡の地で少林寺拳法を広め始めたのだそうです。

　
少
林
寺
拳
法
の
授
業
を
行
う
意
義

　
３
年
前
か
ら
盛
岡
中
央
高
等
学
校
附
属
中
学

校
の
授
業
は
始
ま
り
ま
し
た
。
最
近
は
地
元

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
少
林
寺
拳
法
に
は
三
徳
、

「
護
身
練
胆
」「
精
神
修
養
」「
健
康
増
進
」
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
私
の
中
学
校
で
の
授
業
は

多
く
て
も
一
学
年
あ
た
り
９
時
間
で
す
か
ら
、

学
習
の
中
で
護
身
の
技
術
を
身
に
付
け
た
り
、

全
体
授
業
で
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
体
の
使
い

方
を
導
き
健
康
に
結
び
つ
け
る
の
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
精
神
修
養
は
違
い
ま
す
。
生
徒
に
は

い
つ
も
「
攻
者
の
役
割
は
守
者
が
守
り
や
す
い

よ
う
に
協
力
す
る
こ
と
な
ん
だ
よ
」
と
言
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
生
徒
は
ポ
カ
ン
と
し
た
顔
を

し
ま
す
。
続
け
て
私
は
「
自
分
勝
手
は
誰
で
も

で
き
る
よ
ね
。
で
も
技
で
は
相
手
が
上
手
く
な

る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
協
力
す
る
。
つ
ま
り
、

学
校
や
家
庭
で
は
一
緒
に
何
か
を
す
る
と
き
に

は
相
手
を
中
心
に
と
ま
で
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
、

相
手
の
役
に
立
て
る
よ
う
自
分
が
行
動
す
る
こ

と
は
で
き
る
よ
ね
。
そ
れ
が
大
切
で
技
か
ら
学

び
と
る
こ
と
な
ん
だ
よ
」
そ
う
言
う
と
よ
う
や

く
生
徒
は
理
解
し
た
顔
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に

　
私
は
少
林
寺
拳
法
を
54
年
や
っ
て
き
ま
し
た

が
、
実
際
に
護
身
の
機
会
に
出
く
わ
し
た
の
は

１
回
だ
け
（
新
宿
の
裏
通
り
で
）。
そ
ん
な
１
回

ある時、隣町の中学校でいじめによる自殺事件が起

きました。「中学生に自己確立・自他共楽の精神を学

ばせたらこんな悲惨な事件を少しでも防げるかもし

れない…」地元中学校のPTA会長を務めていた岡部

先生は中学校に直談判しますが、当時は受け入れて

もらえませんでした。近年になって岩手県連盟の龍

澤会長のご協力を得て、盛岡中央高等学校に少林寺

拳法部が、同校附属中学校に少林寺拳法授業が採択

されました。

今日の活動は、まさに先生の誠実なお人柄と行動が、

周囲の人を動かす中で生まれた豊かなご縁の結晶と

言えます。

ǁŵޢ৖ჄƸႮޥ根ჄからிʮŵƦƠて޽

少林寺拳法がつƳいだጂŵ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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の
た
め
に
備
え
て
お
く
こ
と
も
価
値
の
あ
る
こ

と
で
す
が
、
今
の
世
の
中
、
出
く
わ
さ
な
い
方

が
多
い
の
で
す
か
ら
、
少
林
寺
拳
法
の
技
（
護

身
術
）
の
「
習
得
の
過
程
」
に
こ
そ
価
値
が
あ

る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
柔
法
の
授
業
で
は
、
小
手
抜
か
ら
逆
小
手
の

流
れ
よ
り
、
切
抜
か
ら
巻
小
手
の
方
が
指
導
し

や
す
い
。
逆
小
手
は
難
し
す
ぎ
る
よ
う
で
す
。

授
業
で
は
少
林
寺
拳
法
の
科
目
表
に
則
っ
て
…

と
い
う
よ
り
も
生
徒
が
理
解
し
や
す
い
教
材
と

し
て
基
本
と
な
る
技
を
選
択
し
、「
で
き
た
」
と

い
う
実
感
や
学
び
に
繋
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
、
そ
こ
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い
ま
す
。

少
林
寺
拳
法
サ
ー
ク
ル

　
授
業
で
少
林
寺
拳
法
に
触
れ
、
さ
ら
に
学
び

た
い
と
思
う
生
徒
の
た
め
に「
少
林
寺
拳
法
サ
ー

ク
ル
」も
実
施
。授
業
で
好
感
触
を
得
た
生
徒
が
、

さ
ら
に
別
の
生
徒
を
呼
び
込
ん
で
く
る
と
い
う

素
晴
ら
し
い
連
鎖
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
岡
部
先
生
が
監
督
を
務
め
る
盛
岡
中
央
高
等

学
校
少
林
寺
拳
法
部
と
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

て
、
少
年
部
か
ら
少
林
寺
拳
法
を
修
行
す
る
拳

士
が
、
こ
れ
ら
を
め
あ
て
に
同
中
学
校
に
入
学

し
て
く
る
事
例
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
生
涯
修
行
の
少
林
寺
拳
法
。
継
続
を
意
識
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
は
見
習
う
べ
き
と

こ
ろ
大
で
す
。

生徒のコメント
最初はただの武道だと思っていたが、その中に
は教えや道徳があることを知り、とても楽しく
授業を受けられた。

堅苦しくて、敷居が高いイメージがありました。
しかし、授業を受けていくうちに、楽しくて自
分の生活に役立つものだと感じるようになりま
した。

授業の最後にある先生からのお話も、考えさせ
られる内容が多く、うかがっていてとても楽し
かったです。

一年生のころはあまり得意ではなかったけれど、
二年生になって、やってみて、一年生のころよ
りも上手くなっているかも…って思いました。
来年はもっと上手くなっているかもしれないの
で楽しみです！

一年生のときに初めて「少林寺拳法」というも
のを知りました。最初は慣れませんでしたが、
今では楽しみな体育授業のひとつになりました。日常生活における自身の在り方について考えさ
せてくれる少林寺拳法の四字熟語を学べるとこ
ろもとても面白かったです。
たらいの水を押すとかえってくるように、優し
い心を持って周りの人のために行動すると自分
にかえってくる…というお話がいちばん心に
残っています。

岡部先生手作りの「学習カード」は先生からの丁寧なメッセー

ジ付きで、それに対する生徒のコメントが記入されて、先生

の手元に却ってきます。

生徒ひとりひとりとの誠実なコミュニ

ケーションに感動。

先生からのメッセージ（一部）
みなさん、「少林寺拳法」の発表はうまくいきましたか。初めての「少
林寺拳法」との出会いに戸惑いもあったかと思いますが、よく頑張って
くれました。ありがとう。
みなさんはこれから長い人生を歩んでいかなくてはなりません。その道
のりは楽しいことばかりではなく、苦しいことや辛いことにも必ず出会
います。それらを乗り越えるには強い身体と心をつくっておかなくては
なりません。
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爪
ほ
ど
…
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
爪
は
手
足
の
指
に
10
ヶ
ず
つ
あ
り
、

真
に
小
さ
な
存
在
で
す
が
、
普
段
の
生
活
や
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
少
林

寺
拳
法
の
実
践
に
と
っ
て
も
、
実
に
大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
手
の
動
き
、
足
の
動
き
の
多
く
は
、
爪
の
機
能
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
力
強

く
な
り
、
ま
た
細
や
か
な
動
作
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
武
道
家
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
は
、
陥
入
爪
（
か
ん

に
ゅ
う
そ
う
）
と
爪
白
癬
（
つ
め
は
く
せ
ん
）
で
す
。　

　
陥
入
爪
は
、
爪
の
側
縁
の
先
端
が
ト
ゲ
の
よ
う
に
と
が
っ
て
周
囲
の
皮
膚

に
食
い
込
ん
で
し
ま
い
、
炎
症
を
起
こ
す
も
の
で
す
。
主
に
足
の
親
指
に
起

き
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
部
の
痛
み
や
発
赤
、
腫
れ
を
生
じ
、
歩
く
時
や
運

動
す
る
時
に
痛
み
が
強
く
な
り
ま
す
。
特
に
窮
屈
な
靴
を
履
い
て
歩
い
た
り

走
っ
た
り
す
る
と
、
足
指
の
先
端
が
圧
迫
さ
れ
て
強
く
痛
み
ま
す
。

　
陥
入
爪
の
原
因
は
、
足
の
爪
の
手
入
れ
・
ケ
ア
の
不
備
に
よ
り
、
深
爪
し

た
り
、
ま
ち
が
っ
た
爪
切
に
よ
り
、
ト
ゲ
の
よ
う
に
と
が
っ
た
部
分
（
爪
棘

と
呼
ぶ
）
を
生
じ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
痛
み
、
発
赤
、
腫
れ
の
症
状
の
「
ス
テ
ー
ジ
１
」
の
段
階
な
ら
ば
、
自
己

治
療
も
可
能
で
す
が
、
肉
芽
（
に
く
が
）
が
で
き
た
り
、
滲
出
液
が
出
る
よ

う
な
「
ス
テ
ー
ジ
２
」、
さ
ら
に
炎
症
が
慢
性
化
し
て
周
囲
の
皮
膚
組
織
が
厚

く
硬
く
な
る
「
ス
テ
ー
ジ
３
」
に
な
る
と
、
治
り
に
く
い
の
で
、
専
門
医
（
皮

膚
科
）
に
よ
る
治
療
と
処
置
が
必
要
で
す
。

　
予
防
の
た
め
に
大
切
な
の
は
、
正
し
い
爪
の
切
り
方
。
爪
を
短
く
切
り
過

ぎ
た
り
、
爪
の
白
い
部
分
を
す
べ
て
切
り
過
ぎ
る
と
陥
入
爪
を
き
た
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い
窮
屈
な
靴
は
避
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
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愛知県生まれ。 75年、名古屋大学医学部卒業。 80年、名古屋大学大学院医学研究科修了。医学博士。 93年、東京
大学教授。 95年、東京大学大学院教授。 2009年、同大教育学研究科長・教育学部長。 11年、東京大学理事・副学
長ならびに政策ビジョン研究センター教授。ロサンゼルス、ソウル、バルセロナ五輪の水泳チームドクター。日本
転倒予防学会理事長、スポーツ・コンプライアンス教育振興機構代表理事。一般財団法人 少林寺拳法連盟顧問。

爪
白
癬
は
、
爪
の
水
虫
で
す
。
日
本
人
の
10
人
に
１
人
は
爪
白
癬
を
有

し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
多
い
爪
の
病
気
で
す
。
水
虫
は
白

癬
菌
と
い
う
皮
膚
を
好
む
真
菌
（
カ
ビ
）
に
よ
る
感
染
症
で
、
英
語
で
は

A
t
h
l
e
t
e 

f
o
o
t
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
よ
く
見
ら

れ
る
足
の
病
気
で
す
。
元
々
は
、水
田
に
入
っ
て
農
作
業
を
し
て
い
た
農
民
が
、

足
に
ボ
ツ
ボ
ツ
と
水
疱
が
で
き
、
ム
ズ
ム
ズ
し
て
非
常
に
か
ゆ
い
。
カ
ビ
に

よ
る
症
状
と
は
つ
ゆ
知
ら
ず
、
き
っ
と
水
の
中
に
生
息
す
る
正
体
不
明
の
虫

に
刺
さ
れ
た
と
考
え
た
こ
と
か
ら
「
水
虫
」
と
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
足
の
水
虫
が
ひ
ど
く
な
る
と
次
第
に
爪
に
も
感
染
が
広
が
っ
て
い
き
、
爪

白
癬
と
な
り
ま
す
。
爪
に
は
痛
み
も
カ
ユ
ミ
も
生
じ
ま
せ
ん
が
、
白
く
濁
っ

て
き
て
、
縦
ジ
ワ
が
で
き
凹
凸
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
爪

が
次
第
に
厚
く
な
り
、
も
ろ
く
な
っ
て
、
砕
け
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
水
虫
の
歴
史
は
長
い
！
」
と
、
足
の
白
癬
菌
感
染
症
を
妙
に
誇
り
、
そ
の

期
間
の
長
さ
を
自
慢
し
合
う
ス
ポ
ー
ツ
人
も
居
ま
す
が
、
爪
白
癬
の
存
在
と

経
過
に
つ
い
て
、
も
っ
と
注
意
を
払
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
今
は
足
の
水
虫
に

は
良
い
治
療
薬
（
外
用
薬
・
内
服
薬
）
が
あ
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
根
気
よ

く
治
療
し
て
、
途
中
で
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
で
す
。

　
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
人
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
ま
わ
り
の
人
の
た
め
に
も

適
切
な
治
療
で
治
す
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
人
の
足
か
ら
落
ち
た

皮
膚
の
一
部
や
爪
の
カ
ケ
ラ
か
ら
、
他
の
人
に
容
易
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う

の
で
す
。

　
ま
た
、
糖
尿
病
を
有
し
て
い
る
人
で
は
、
重
症
の
爪
白
癬
か
ら
足
指
の
組

織
破
壊
（
壊え
し死

）
に
至
っ
て
し
ま
う
事
例
さ
え
あ
る
の
で
す
。

　
小
さ
な
存
在
の
爪
は
、
実
は
大
事
な
機
能
を
持
ち
、
日
々
目
で
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
康
な
爪
を
保
つ
こ
と
は
、
よ
き
活
動
の
源
泉
に
も
な

る
の
で
す
。

時
に
は
、「
ぢ※

っ
と
爪
を
見
る
」
こ
と
も
お
す
す
め
な
の
で
す
。

 
 

 

　
　
　
　
※
石
川
啄
木
の
『
一
握
の
砂
』
の
作
品
よ
り
本
歌
取
り
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
本
の
文
化
と
し
て
正
月
三
賀
日
は
お
せ
ち
料
理
や
お

雑ぞ
う
に煮

、
お
屠と
そ蘇

を
い
た
だ
い
て
一
年
の
始
ま
り
を
家
族
団
ら

ん
し
て
祝
っ
た
り
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
る
か
と

お
察
し
い
た
し
ま
す
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
讃
岐
独
特
の
風
習
と
し
て
「
あ
ん
餅も
ち
ぞ
う
に

雑
煮
」
を
い

た
だ
く
家
庭
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
香
川
県
の
主
に
東
讃
地
方
に
み
ら
れ
る
代
表
的
な
ハ
レ
の

料
理
で
す
が
、
現
在
は
好
ん
で
食
べ
る
県
民
と
好
ん
で
食
べ

な
い
県
民
に
分
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
イ
リ
コ
（
煮
干
し
）
で
出
汁
を
と
り
、
具
材
は
金
時
人
参

（
紅
）
と
輪
切
り
の
大
根
（
白
）
で
す
。
そ
こ
へ
砂
糖
あ
ん
入

り
の
丸
餅
を
入
れ
、
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
白
味
噌
仕
立
て

に
し
香
り
づ
け
に
ア
オ
サ
の
青
の
り
を
の
せ
ま
す
。

　
具
材
を
輪
切
り
に
す
る
理
由
は
、
今
年
一
年
、
何
事
も
ま

る
く
納
ま
り
ま
す
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
。

　
金
時
人
参
と
い
う
の
は
、
香
川
県
坂
出
市
で
主
に
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
参
は
西
洋
人
参
が
オ
レ
ン
ジ
色
で
主
流
で

す
が
冬
場
の
こ
の
時
期
に
し
か
手

に
入
ら
な
い
真
っ
赤
な
人
参
は
紅

白
な
ま
す
（
大
根
と
人
参
の
酢
の

物
）
に
も
彩
り
よ
く
使
わ
れ
重
宝

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
変
動
の
一
年
で
あ
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
讃
岐
の
あ
ん
餅

雑
煮
を
ぜ
ひ
全
国
の
少
林
寺
拳
法

会
員
の
方
々
に
食
し
て
い
た
だ
き

一
年
を
ま
る
く
、
そ
し
て
（
餅
の
よ
う
に
）
幸
福
運
動
が
伸

び
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

宗家のお雑煮 宗家のお雑煮のレシピをご紹介！宗由貴相談役から教えていただきました。

讃岐のあん餅雑煮と思いきや…!!

仕上げ
お椀にお餅がくっつかない程度にスープを少し入れ、焼いたお餅を入れ、大根・金時
人参・ほうれん草・鶏もも肉を飾り付けスープを適量注ぐ。最後に柚子の皮を２～３
本散らし、真ん中に結び三つ葉をのせる。

①鶏もも肉を３センチ×１センチに切って茹でておく。
②松竹梅の野菜型抜きを準備する。
③大根は５ミリくらいの厚さで松の型抜きをして塩少々で下茹でしておく。
④金時人参は5ミリくらいの厚さで梅の型抜きをして塩少々で下茹でしておく。
⑤ほうれん草は軽く下茹でし3～ 4センチの長さに切りそろえておく。
⑥三つ葉は11～ 12センチに切りそろえて方結びしておく。
⑦柚子の皮を 3ミリ幅、1.5 センチの長さに切り揃え、中央に切り込みを入れて松葉
状にする。

⑧餅は焼いて少し焦げ目をつける。
※水から鶏ガラを入れて、丁寧にあくを取りながらスープを取る。
※出来上がったスープを漉す。
※漉したスープを鍋に移し、醬油・みりん・塩（醬油の塩分によって）で味を調える。

ɦƝƠらƑ

᜵ޟのƓദஉ

香川は瀬戸内気
候で温暖ですが、
我が家は山の中
なので、多度津
よりも温度が数
度低く、冬は路
面凍結します。

特派員/藤原 直功

鶏ガラ・醬油・塩・みりん・鶏もも肉・大根・金時人参・柚子の皮・ほうれん草・

三つ葉・餅

஬૰
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  いごっそう
　　日記
  いごっそう  いごっそう  いごっそう
　　日記　　日記　　日記
谷の

　　日記　　日記

Editor's story Editor's storyEditor's story

᎛
ᬔ
ฒ
ư
Ȫ
ȩ
⌭
ྜ
ྫྷ
in
ٻ
Ў
Ⴤ

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
！
秋
空
の
下
、
心
を
洗
浄
す
べ
く
、
愛

車
に
跨
り
、
鶏
の
か
ら
揚
げ
で
有
名
な
大
分
県
中
津
市
に

あ
る
耶や
ば
け
い

馬
渓
を
訪
れ
ま
し
た
。
日
本
三
大
奇
勝
の
一
つ
に
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
様
々
な
巨
石
、
奇
岩
と
豊
か
な
渓
谷
が
織
り
な
す
自

然
美
、
手
彫
り
ト
ン
ネ
ル
や
日
本
最
長
の
石
橋
ア
ー
チ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
渓
谷
を
走
り
抜
け
る
と
、
童
話
の
里
で
有
名
な

玖く
す
ま
ち

珠
町
に
到
着
。

　
町
内
の
真
ん
中
に
鎮
座
す
る
伐き

り
か
ぶ
や
ま

株
山
に
行
き
、
時
間
が
止
ま
っ

た
よ
う
な
感
覚
の
中
、
近
く
の
ギ
ャ
ル
数
名
に
も
目
を
向
け
ず
、

一
人
た
た
ず
み
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
、
夏
が
過
ぎ
去
っ
た
一

抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
…
。

　
某
女
性
作
家
の
旅
行
エ
ッ
セ
イ
で
、
筆
者
が
選
ぶ
全
国
の
中
で

「
人
」
が
好
き
な
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に
大
分
県
（
ち
な
み
に
２
位

高
知
県
、
３
位
山
形
県
）
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
よ
う
に
、
孤
独
な

ラ
イ
ダ
ー
に
よ
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
係
…

通
常
接
客
を
通
り
越
し
て
話
し
す
ぎ
、
私
の
後
に
並
ん
だ
お
客
を

先
に
対
応
し
た
後
も
戻
っ
て
き
て
私
と
話
し
込
む
。
そ
の
た
め
他

の
客
か
ら
も
気
さ
く
に
話
し
掛
け
ら
れ
る
（
笑
）、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
…
道
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
が
、
詳
細

す
ぎ
て
逆
に
迷
っ
た
（
汗
）、
食
事
店
…
特
別
大
盛
サ
ー
ビ
ス
に

感
謝
。
会
計
時
、
女
将
さ
ん
が
カ
ー
ド
支
払
機
器
の
使
い
方
が
わ

か
ら
ず
、
急
遽
対
応
し
て
く
れ
た
女
将
の
小
学
生
の
娘
。
大
分
の

未
来
は
あ
な
た
に
か
か
っ
て
い
る
！

　
一
人
旅
な
が
ら
、
一
人
で
な
か
っ
た
気
が
す
る
大
分
！

 
 

　
　
ま
た
行
き
ま
す
、
大
分
♪
…
で
し
た
。

執筆者／谷
タニ

 聡
サト シ

士

出身地：高知県

ついに年齢が大台
に…頭皮とお肌
の手入れを怠らな
いよう日々を過ご
す。効果抜群の養
毛剤との出会いを
求めて…

耶
や ば け い

馬渓

10+11_会報少林寺冬号.indd   10 2020/12/08   14:25



31

Editor's story Editor's storyEditor's story

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
演
歌
や
民
謡
、
昭
和
歌
謡
曲
が
好
き
で

今
で
も
よ
く
聴
い
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
学
生
の
頃
か
ら

ず
っ
と
聴
い
て
い
る
お
気
に
入
り
の
一
曲
は
、
細
川
た
か
し
さ
ん

の
『
北
酒
場
』
と
い
う
曲
で
す
。
私
が
生
ま
れ
る
前
、
１
９
８
０

年
代
に
放
送
さ
れ
て
い
た
萩
本
欽
一
さ
ん
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

『
欽
ち
ゃ
ん
の
ど
こ
ま
で
や
る
の
！
』
で
大
流
行
し
た
、
と
母
か

ら
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
『
北
酒
場
』
の
歌
詞
に
「
や
ぶ
れ
た
恋
の
数
だ
け 

人
に

や
さ
し
く
で
き
る
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。
少
林
寺
拳
法
連

盟
に
正
式
入
職
し
て
か
ら
早
半
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
歌
詞
に

出
て
く
る
「
恋
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
な
「
や
ぶ
れ

た
＝
失
敗
」
を
し
て
し
ま
い
、
先
輩
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
フ
ォ
ロ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
っ

て
、
何
と
か
上
手
く
い
く
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
輩
方
に

感
謝
し
て
ば
か
り
の
日
々
で
す
。

　
川
島
会
長
か
ら
は
、「
失
敗
し
た
分
、
そ
の
経
験
が
将
来
必
ず

役
に
立
つ
。
後
輩
が
出
来
た
時
、
自
分
の
失
敗
を
踏
ま
え
て
、
優

し
く
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
れ
ば
、
そ
の
時
の
失
敗
は
成
功
と
同
じ
く

ら
い
意
味
の
あ
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
」
と
、
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
因
み
に
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
東
京
に
い
た
頃
、
所
属

し
て
い
た
支
部
の
懇
親
会
に
て
、
カ
ラ
オ
ケ
で
『
北
酒
場
』
を
熱

唱
し
た
時
に
、
た
ま
た
ま
川
島
会
長
（
当
時
は
会
長
就
任
前
）
が

お
見
え
に
な
っ
て
い
て
、『
北
酒
場
を
歌
う
学
生
』
と
し
て
、
憧

れ
の
川
島
先
生
と
初
対
面
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
わ
け
で
、
こ
の
曲
は
私
の
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
た
一
曲
で
も
あ
り
ま
す
。

҅

ᣒ

ئ

執筆者／中
ナカイ

井 弘
コウスケ

佑

出身地：東京都

香川に来てから免許
を取得、やっとこさ
マイカーゲットまで
こぎ着けた。しかし、
憧れは４輪駆動車。
JEEPまたは新型タ
フトにローンを組む
か日々葛藤中。今の
ところ養毛剤との出
会いは必要ない。

Ǎ
ƿ
Ǖ
た
ૠ
Ʃ
ƚ

ų
ų
ų
ų

ʴ
に
Ǎ
ƞ
し
く
ư
き
る
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以
前
、
楽
し
く
深
イ
イ
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
た
の
は
中
高
合
宿
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
先

生
が
今
ま
で
受
け
た
影
響
が
気
に
な
っ
て
お
り

ま
し
て
、
教
え
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
で
す
。
尊
敬
す
る
人
物
に
祖
父
で
元

厚
木
市
長
（
日※

當
先
生
の
奥
様
が
秘
書
と
い
う

縁
）
の
故 

足
立
原 

茂
徳
と
大
叔
父
で
聖
路
加

国
際
病
院
名
誉
院
長
の
故 

日
野
原 

重
明
が
い

ま
す
。
足
立
原
は
次
の
時
代
に
必
要
な
も
の
は

何
か
を
常
に
考
え
、
第
一
・
第
二
東
名
高
速
道

路
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
い
ち
早
く
整
備
し
た

り
と
「
次
代
の
架
け
橋
」
を
掲
げ
、
物
を
残
し

て
い
く
人
で
、
一
緒
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
り

遊
ん
で
い
る
時
に「
人
を
大
切
に
し
な
さ
い
」「
未

来
を
見
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
記
憶
が
鮮
明
に

残
っ
て
い
ま
す
。
日
野
原
は
名
言
集
が
存
在
す

る
く
ら
い
言
葉
に
力
の
あ
る
人
物
で
、私
に
「
人

間
変
わ
る
事
が
で
き
る
こ
と
」「
愛
す
る
、
敬
愛

の
気
持
ち
」「
時
間
と
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

を
伝
え
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
間
家
は
何
に
で
も
挑
戦
さ
せ
て
く
れ
る
家
庭

の
方
針
で
し
た
。
当
時
、
私
は
教
員
に
な
り
た

い
夢
が
あ
り
、
教
育
学
部
の
あ
る
大
学
を
志
望

し
て
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
と
言
え
る
ほ
ど

酷
く
反
対
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
（
笑
）「
教
員
に
な
る
か
ら
教
育
学
部
で
は
視

野
が
狭
く
な
る
。
教
員
に
な
る
な
ら
違
う
学
部

で
学
び
な
さ
い
」
が
両
親
の
考
え
で
、
な
ら
ば

と
選
ん
だ
法
学
部
は
、
全
て
の
業
界
に
精
通
し

て
い
る
た
め
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
私
、
法
学

部
の
社
会
科
教
員
で
少
林
寺
拳
法
を
教
え
て
い

る
と
い
う
専
門
性
を
持
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ

（
笑
）
た
だ
、そ
れ
が
感
度
を
高
め
て
「
拾
う
力
」

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
祖
父
や
大
叔
父

か
ら
は
生
き
方
に
ま
つ
わ
る
視
点
の
高
さ
、
家

庭
で
は
視
野
の
広
さ
を
受
け
取
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
「
最
初
の
就
職
活
動
で
の
不
採
用
」

「
ド
イ
ツ
で
の
二
年
間
教
員
と
し
て
働
い
た
」「
中

学
高
校
と
組
演
武
の
相
方
の
夭
折
」「
高
校
２
年

で
の
関
東
選
抜
大
会
優
勝
と
大
学
２
年
生
で
の

関
東
学
生
大
会
最
優
秀
」
等
々
…
。

ご
家
族
か
ら
受
け
た
深
い
愛
や
誰
も
が
で
き
な

い
経
験
を
元
に
し
た
挫
折
や
死
生
観
、
歓
喜
…
。

項
目
一
つ
の
厚
み
を
感
じ
ま
す
。
そ
う
し
て
養

わ
れ
た
生
き
方
の
八
方
目
か
ら
現
在
に
生
か
せ

て
い
る
能
力
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
で
す
ね
。
学
校
や
大
会
等
の
行
事
企
画
運

営
を
行
う
時
、
石
の
先
の
波
紋
を
見
て
い
る
感

覚
が
あ
り
ま
す
。
関
わ
る
行
事
を
見
渡
し
て
み

る
と
感
覚
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
て
、
ま
ず

は
早
期
に
揺
ら
が
な
い
基
礎
を
構
築
し
て
お
き

ま
す
。
あ
と
は
目
的
や
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
高

さ
や
デ
ザ
イ
ン
等
の
段
階
を
想
定
し
、
ど
こ
ま

で
登
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
チ
ー
ム
で
挑
戦
し

て
い
き
ま
す
。
桐
蔭
学
園
の
学
園
祭
や
先
般
行

わ
れ
た
高
校
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
大
会
で
は
そ
う

臨
ん
で
い
て
、
仲
間
の
お
陰
と
自
分
自
身
に
助

け
ら
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。
間
違
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
は
引
き
算
で
は
な
く
逆
算
で
あ
る
こ

と
、
コ
ア
と
な
る
の
は
他
人
優
先
の
利
他
で
あ

る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

教
員
の
ス
キ
ル
と
は
、
生
徒
に
合
わ
せ
た
「
視

点
の
上
げ
下
げ
、
切
り
替
え
」
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

日
常
生
活
そ
の
も
の
が
、
き
っ
か
け
の
拾
い
方

（
学
び
方
）
次
第
で
こ
う
も
豊
か
に
捉
え
ら
れ
る

も
の
か
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
バ
イ
ブ
ル
本
と

言
え
る
も
の
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

「
御
文
章
」「
菜
根
譚
」「
議
会
政
治
と
と
も
に
」「
新

耳
袋
」
や
漫
画
な
ら
「
大
甲
子
園
」「
ミ
ス
テ
リ

と
言
う
勿
か
れ
」
等
い
く
つ
か
思
い
当
た
る
本

は
あ
り
ま
す
が
、
バ
イ
ブ
ル
本
と
言
わ
れ
る
と

実
は
な
い
で
す
。
思
う
と
生
徒
に
も
「
お
手
本

を
頼
り
に
し
過
ぎ
る
な
。
自
分
で
や
っ
て
み
な

さ
い
。」
と
よ
く
言
い
ま
す
。
あ
と
本
屋
に
は
陳

列
の
意
図
を
発
見
す
る
面
白
さ
を
見
つ
け
に
行

き
ま
す
。
最
近
は
よ
く
漫
画
も
見
ま
す
よ
。

本
屋
の
陳
列
に
興
味
が
あ
る
方
は
珍
し
い
と
思

い
ま
す
。
漫
画
も
見
ら
れ
る
と
聞
い
て
安
心
い

た
し
ま
し
た
（
笑
）
そ
の
他
に
気
分
を
高
め
て

く
れ
る
も
の
や
追
い
か
け
続
け
て
い
る
対
象
は

あ
り
ま
す
か
。

高
め
て
く
れ
る
も
の
は
「
誰
に
も
ど
う
に
も
な

ら
な
い
よ
う
な
ピ
ン
チ
」
で
し
ょ
う
か
。
中
央

大
学
入
学
時
の
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
５

月
、
練
習
中
に
腕
を
大
怪
我
し
て
、
大
き
な
心

の
喪
失
感
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
私
は
そ
ん

な
中
で
も
新
し
い
何
か
に
出
会
い
た
く
て
、
夏

休
み
の
期
間
を
使
い
、
甲
信
越
の
民
宿
に
泊
ま

り
込
み
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
き
ま
し
た
。
山
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本間　慎太郎
1994年（６月）入会、本部543期生
桐蔭学園少林寺拳法部部長、中央大学少林寺拳法部OB
少林寺拳法の学校普及に深く関わる。教員として中学校男子部の担任と社会科を務めている。
口うるさく指導していることは常に「なぜ」。

中
鹿
之
介
（
武
将
）
が
好
き
で
尼
子
家
再
興
に

忠
義
を
尽
く
し
た
名
将
で
七
難
八
苦
を
超
え
て

解
決
し
て
い
く
姿
に
感
銘
を
持
っ
て
い
ま
す
。

何
で
も
替
え
が
利
く
で
は
な
く
て
「
僕
に
し
か

で
き
な
い
」
何
か
に
当
時
か
ら
高
ま
り
を
覚
え

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

追
い
か
け
続
け
て
い
る
の
は
祖
父
・
足
立
原 

茂

徳
で
す
。
多
面
的
に
と
ら
え
る
力
、
枝
葉
末
節

に
と
ら
わ
れ
ず
根
幹
を
と
ら
え
る
力
は
生
涯
か

け
て
追
い
続
け
る
姿
で
す
。

自
分
自
身
を
高
め
る
出
来
事
に
、
常
に
お
爺
様

が
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
は
何
よ
り
心
強
い
こ

と
で
す
ね
。

最
後
に
、
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

少
林
寺
拳
法
の
振
興
普
及
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

少
林
寺
拳
法
の
枠
で
は
な
く
、
武
道
さ
ら
に
は

「
道
」
外
交
や
「
道
」
国
際
交
流
を
め
ざ
し
た
取

り
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
仕
事
で
は
、
常

に
伴
走
者
で
あ
り
、
道
を
作
る
の
で
は
な
く
、

先
に
灯
を
掲
げ
る
よ
う
な
役
割
で
あ
り
た
い
で

す
。
教
員
は
先
生
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、「
先
生
」

は
「
子
ど
も
た
ち
の
先
を
生
み
出
す
」
か
ら
先

生
な
の
で
、
ど
の
時
代
、
ど
の
世
代
関
係
な
く

夢
を
叶
え
る
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※ 

日
當
喜
澄
先
生（
正
範
士 

八
段
）厚
木
道
院
長
と
し
て
、

神
奈
川
県
を
中
心
に
少
林
寺
拳
法
の
発
展
を
支
え
る
。

W
S
K
O
指
導
員
、
名
誉
本
部
委
員
等
、
数
々
の
役

職
を
歴
任
し
、
そ
の
功
績
は
国
内
に
留
ま
ら
な
い
。

ほんま 　しんたろう

子
ど
も
た
ち
の

　
　
　 

　
先
を
生
み
出
す
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34漫画・イラスト /岡川 愛由美（四国学院大学少林寺拳法部OG）

14+15_会報少林寺冬号.indd   14 2020/12/14   7:27



35

お
せ
ち
料
理
は
も
と
も
と
、
１
年
に
５
回
あ
っ

た
節せ

っ

く句
の
日
の
お
供
え
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
、

時
代
を
経
て
お
正
月
の
料
理
だ
け
を
指
す
よ
う

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
五ご

こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
や
子し

そ
ん
は
ん
え
い

孫
繁
栄

な
ど
を
願
う
、
縁え

ん

ぎ起
の
い
い
料
理
で
す
。

お
せ
ち
料
理
は
、「
祝
い
肴
（
い
わ
い
ざ
か
な
）
」

「
口
取
り
」
「
焼
き
物
」
「
酢
の
物
」
「
煮
物
」
の

５
種
類
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

ƂᅔいᏌ
ƟかƳ

・ӝӕǓƃ

・᱅ᝃäǇǊƴ΁ƚǔよƏƴŴ᱅くଐ໲ƚƢǔǄƲȞȡƴŴとのᫍいからŵ

・ૠの܇äȋǷȳのҳƸૠがٶいことからܘ܇ጛ௿のᫍいをᡂǊてŵ

・ဋ˺ǓäǫǿǯȁǤȯǷのᆐ
ƪ Ɨ ǐ

ᮄの᫪
あ Ǌ ƴ

༃でŴƝǇǊとǋԠぶことからžʞ
Ɲ Ǉ Ǌ

ɢ቟ſ

� ƴかƚてʞ
ƝこくǄƏơǐƏ

ᆝᝅᆩをᫍƏŵ

・ంきんとんä᰾ᑥのᑥӳいから᰾᣿ƴᙸᇌててŴ᣿ᢃをԠぶといƏጂ
ƑんƗǋの

ឪཋŵ

・˙
だ て Ǉ き

ᢋࠇä࢟がࠇཋƴ˩ていǔことからŴ知ᜤがᝅ݈ƴƳǔよƏƴとのᫍいをᡂǊてŵ

Ƃ໲きཋ・ᣖのཋƃ

・ぶǓのༀǓ໲きä঺ᧈƢǔƴつǕてӸЭが٭ǘǔžЈ
ƠǎƬƤƏƓ

ɭᮄſƳのでŴ

 ᇌ
ǓƬƠんƠǎƬƤ

៲ЈɭのᫍいをᡂǊてŵ

・ᮥ
たい

のط໲きäžǊでたいſとのᛖԏӳǘƤからŴഎかƤƳい᫢஬ŵ

・ኗ
こƏƸく

ႉƳǇƢäž൦ࡽſᲢƝᅔΒをѼǉኗႉの᫭ǓᲣƴᙸᇌてたጂឪཋŵ

・Ǩȓä᏿が୺がǔǄƲᧈ
ƪǐƏơǎ

でいらǕǔよƏƴとのᫍいからŵݤ

Ƃ༃ཋƃ

・Ȭȳコȳäᆭが᧏いていǔことからŴᢒくǇでᙸᡫƠがМくよƏƴとのጂឪཋŵ

・᣺ᑪäᚃᑪからݱᑪがたくさんできǔことからŴ܇
ƠƦんƸんƑい

ጛ௿のᫍいをᡂǊてŵܘ

・༃ȏȞǰȪäȏȞǰȪƸ߼ӫの᝝がƽƬたǓӳƏことからŴپ
ƾƏƾƑんǇん

ۡό฼のᫍいをᡂǊてŵ

・ଝࠇࠋきäžこぶſがžよǖこぶſƴᡫơǔとのጂឪཋŵ

・ంきんとんä᰾ᑥのᑥӳいから᰾᣿ƴᙸᇌててŴ᣿ᢃをԠぶといƏ

・˙
だ て Ǉ き

ᢋࠇä࢟がࠇཋƴ˩ていǔことからŴ知ᜤがᝅ݈ƴƳǔよƏƴとのᫍいをᡂǊてŵ

・Ȭȳコȳäᆭが᧏いていǔことからŴᢒくǇでᙸᡫƠがМくよƏƴとのጂឪཋŵ

のᫍいをᡂǊてŵ
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新ବƓ年ྚ˖ဒ�ᝍᓙᛠᎍȗȬǼȳȈ
新しい年の幕開けにあたり、本誌編集室にてお年玉を集めて参りました！
少林寺拳法グループ 宗昂馬代表、一般財団法人 少林寺拳法連盟 川島一浩会長に
もお願いしたところ、快くプレゼントをご用意くださいました。申込要領をよく
ご覧になって、たくさんの方にご応募いただきたいと思います。想いのこもった
お年玉をゲットして、晴れやかなスタートを切っていきましょう！

少林寺拳法ǰȫȸȗˊᘙច

OAKLEY 社製サングラス　PROBATION
実は、宗昂馬代表はOAKLEY の大ファン。ご自宅には長年にわたって集めた
サングラスが専用棚にギッシリ飾られています。今回はその自慢のコレクショ
ンからチョイスされたサングラス（未使用品）をご提供くださいました！既に
絶版となったレア品らしいですよ。サインご希望の方は、応募時にその旨ご記
入ください。箱にサインしてお届けいたします！

少林寺拳法連盟˟ᧈច
オリジナルセレクト少林寺拳法グッズ（セット）　
川島会長も開発に携わってきた少林寺拳法グッズの
オリジナルセレクト。一部、会長のサイン入りでお
届けします！　
〔内容・数量〕　　
宗道臣語録、ショルダーバッグ、書籍『柔法のコツ』、
クリアファイルセット、キーホルダー…各１／今治
タオル…２／ノート…３

᲻᲻少林寺拳法ǰȫȸȗˊᘙច᲻
OAKLEY 社製サングラス　PROBATION
実は、宗昂馬代表はOAKLEY の大ファン。ご自宅には長年にわたって集めた
サングラスが専用棚にギッシリ飾られています。今回はその自慢のコレクショ

᲻
OAKLEY 社製サングラス　PROBATION
実は、宗昂馬代表はOAKLEY の大ファン。ご自宅には長年にわたって集めた

36

ច
少林寺拳法連盟˟ᧈច

ច
オリジナルセレクト少林寺拳法グッズ（セット）　

ចច
川島会長も開発に携わってきた少林寺拳法グッズの

ចចオリジナルセレクト。一部、会長のサイン入りでおចច
宗道臣語録、ショルダーバッグ、書籍『柔法のコツ』、

ច
クリアファイルセット、キーホルダー…各１／今治

ចច
オリジナルセレクト少林寺拳法グッズ（セット）　

ចច
川島会長も開発に携わってきた少林寺拳法グッズの

ចចオリジナルセレクト。一部、会長のサイン入りでおចច
宗道臣語録、ショルダーバッグ、書籍『柔法のコツ』、

ច
クリアファイルセット、キーホルダー…各１／今治

１Ӹ

１Ӹ

宗昂馬代表がOAKLEY の魅力を語る動画はこちらから。

【志道チャンネル／OAKLEY から考える！？目力について】

Ჿ
ཎКច

『ヒト モノ カネ すべてうまくいく会社をつくる短パン社長のお悩み相談室』
特別インタビューに登場していただいた “短パン社長 ”こと奥ノ谷圭祐社長の著書
をプレゼントいたします。

１Ӹ
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igosso 谷と行く素敵なドライブ（チケット）

「谷のいごっそう日記」でおなじみ、旅する副編集長・谷と、取材を兼ねてドライブを一

緒にしていただける方を募集します。当選者は、谷がお迎えに上がりますので一緒にドラ

イブしましょう！日本国内であればどこでも参上いたします。ドライブの内容はそのまま

谷が記事にしますので、地元のご自慢をたくさん教えてください！ 

※こちらは対象者を成人にのみ限らせていただきます。

※ドライブの日程については、新型コロナウイルスの感染状況に鑑みつつ、　双方調整のうえ決定

　いたします。

※記事にご協力いただくことが条件となります。

※かかる費用は編集室が負担いたします。

【申込要領】

　　2021 年 2月 10日までに以下の事項を記載したメールをお送りください。
　　送信先　hensyusitsu@shorinjikempo.or.jp
　　記載事項
　　・お名前　　　　　・拳士コード　※拳士の方は必ずご記入ください
　　・郵便番号　　　　・住所
　　・年齢　　　　　　・性別
　　・希望する品物　※ A、B、C-1、C-2、D、Ｅの中から一つ選んでご記入ください。
　【注意事項】
　　・お申込みはお一人様１回限りとさせていただきます。　・記載事項に不備のある場合は抽選外となります。
　・当選者は抽選にて決定いたします。　　　　　　　　　・当選者の発表は発送を以て替えさせていただきます。

Ჾ
igosso 谷と行く素敵なドライブ（チケット）

Ჾ
igosso 谷と行く素敵なドライブ（チケット）

Ჾ

ዻᨼᧈចĬ

シュワルツコフ 
オージスゲラスティック
編集長の愛用するヘアジェルで、「色んなも
のを試した中で最高のキープ力」だそうです。
プロのスタイリストが使用するプロフェッ
ショナル仕様。激しい修練や演武を行う際に
は男女問わず活躍すること間違いなし！（新
品です）

иዻᨼᧈច

Ჽ

-1

Ჽ
編集長の愛用するヘアジェルで、「色んなも
のを試した中で最高のキープ力」だそうです。
プロのスタイリストが使用するプロフェッ
ショナル仕様。激しい修練や演武を行う際に
は男女問わず活躍すること間違いなし！（新

Ჽ

１Ӹ

１Ӹ

１Ӹ

ዻᨼᧈចĭ

Mr.MOWBRAY　デリケートクリーム
革靴や革ジャン、革グローブなど皮革製
品をこよなく愛する編集長が愛用する革
専用の保湿クリームです。保湿クリーム
と言っても、お肌用ではないのでそこは
お間違えなく！新しい革製品をおろす前
に塗っておくといいらしいですよ。使い
方について解らないことがあれば、編集
長がアフターフォローいたします。（新品
です）
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38

　
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
編
集
長
職

を
引
継
ぎ
、
誌
面
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
目
標
と
し

て
い
る
の
は
「
書
店
に
置
い
て
恥
ず

か
し
く
な
い
内
容
と
品
質
」
で
す
。

ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
途
中
で
す
が
、

一
年
間
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
ま
し

た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
学
時
代
、
就
職
し
た
い
と
願
っ

て
い
た
の
は
編
集
業
界
で
し
た
。
途

ዻᨼࢸᚡ

中
、
宗
道
臣
開
祖
の
お
言
葉
に
触
れ
て
生
き
方

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
少
林
寺
拳
法
の
た
め

に
奉
職
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

就
職
し
た
後
も
、
別
の
人
生
の
可
能
性
と
し
て

編
集
業
界
に
い
る
自
分
を
想
像
す
る
こ
と
が
時

折
あ
り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
私
に
と
っ
て
は
、
願
っ
て
い
た
職

業
を
両
方
と
も
体
験
す
る
好
機
を
い
た
だ
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
し
て
、
編
集
長
を

拝
命
し
て
か
ら
は
意
欲
に
沸
き
立
ち
、
編
集
業

務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
少
林
寺
拳
法
と
同
じ
よ
う
に
、
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
深
い
も
の
が
あ
る
の
も
編
集
と
い
う
世
界

で
す
。
世
に
放
た
れ
て
い
く
言
葉
の
重
み
を
感

じ
な
が
ら
、
己
の
至
ら
な
さ
を
か
み
し
め
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
は
、
さ
ら
に
会
報
誌
の
編
成
を

見
直
し
、
読
者
の
皆
さ
ま
が
楽
し
み
に
待
っ
て

い
た
だ
け
る
内
容
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、読
者
の
皆
さ
ま
と
交
流
で
き
る
機
会
も
創
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
会
報
編
集
室　
編
集
長　
倉
本 

亘
康
）

左：エディター 中井弘佑

中：編集長 倉本亘康

右：副編集長 谷　聡士

２
０
２
１
年
の
み
な
さ
ま
の

　
　

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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